
緒
ヲ
開
キ
現
在
稗
益
少
ナ
カ
ラ
ス
候
処
右
等
事
業
ノ
儀
ハ
概
ネ
時
好
卜
依
嘱

者
ノ
希
望
二
依
リ
教
員
ノ
意
見
ハ
勿
論
参
酌
候
ヘ
ト
モ
（
斯
ノ
如
キ
ハ
宜
地

製
作
二
適
セ
サ
ル
モ
ノ
間
々
有
之
且
ッ
成
工
期
限
ノ
短
日
）
同
種
類
ノ
モ
ノ

某
科
ニ
ノ
ミ
傾
偏
ス
ル
等
各
科
全
体
ノ
上
ョ
リ
（
往
々
）
遺
憾
（
有
之
）
少

ナ
カ
ラ
ス
候
然
ル
ニ
内
外
ノ
博
覧
會
共
進
會
等
へ
出
品
ノ
為
メ
宮
内
省
農
商

務
省
其
他
ョ
リ
本
校
教
員
へ
直
接
依
嘱
セ
ラ
ル
、
製
作
物
ハ
専
ラ
技
術
家
自

身
ノ
所
長
ヲ
顕
ハ
ス
ヘ
キ
特
殊
ノ
製
作
ニ
シ
テ
奨
勘
的
ノ
モ
ノ
ニ
有
之
殊
ニ

本
校
教
員
（
ノ
如
キ
）
ハ
嘗
代
屈
指
ノ
名
家
ニ
シ
テ
之
レ
カ
製
作
物
ハ
直
チ

ニ
本
邦
美
術
ノ
代
表
者
タ
ル
ヲ
以
テ
容
易
ノ
業
二
無
之
刻
苦
鰹
螢
（
セ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
サ
）
シ
以
テ
優
秀
卓
越
ヲ
希
望
ス
ル
（
ヲ
以
テ
）
ヵ
故
二
到
底
依
嘱

製
作
ノ
比
二
（
無
之
）
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
之
等
ノ
製
作
ハ
渾
テ
本
校
授
業
時
間

以
外
自
宅
二
於
テ
夜
間
若
ク
ハ
休
日
ノ
業
ト
シ
生
徒
ノ
如
キ
ハ
僅
々
一
回
若

ク
ハ
ニ
回
教
員
ノ
自
宅
二
就
テ
（
見
ル
）
殿
観
ス
ル
ニ
止
マ
リ
其
意
匠
圏
按

材
料
ノ
如
何
製
作
法
等
最
モ
必
要
ナ
ル
点
ハ
（
見
）
得
ル
ニ
因
ナ
ク
員
二
遺

憾
ノ
骰
二
有
之
候
故
二
之
等
製
作
物
ハ
本
校
教
室
及
ヒ
授
業
二
差
支
無
之
限

〔
一
字
不
明
〕

リ
材
料
及
ヒ
用
具
ノ
謳
別
ヲ
明
カ
ニ
シ
（
口
）
決
シ
テ
學
校
品
卜
混
交
セ
サ

ル
様
致
シ
生
徒
宜
地
製
作
二
有
益
卜
認
メ
ル
モ
ノ
ハ
本
校
教
室
内
二
於
テ
製

作
セ
シ
ム
ル
様
致
度
既
二
佛
國
（
博
）
博
覧
會
へ
出
品
ノ
製
作
品
ニ
モ
時
期

接
迫
ノ
折
柄
二
付
至
急
御
許
可
相
成
候
様
致
度
此
段
仰
裁
可
候
也

年

④

美
術
学
校
騒
動

日
岡
倉
校
長
辞
職

明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
、
岡
倉
覚
三
は
帝
国
博
物
館
理
事
兼
美
術
部

月

日

一
八
九
六
年
、
こ
の
学
校
に
西
洋
画
と
西
洋
彫
刻
の
課
程
を
加
え
る
こ
と

を
命
じ
た
。
こ
の
時
以
後
、
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
西
洋
式
方

法
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
ど
の
程
度
ま
で
教
科
課
程
に
認
め
る
か
と
い
う
点

マ
マ

で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
食
い
違
い
が
起
こ
り
、

一
八
九
六
年
に
は
遂
に
分
裂

す
る
ま
で
に
い
た
り
、
岡
倉
、
雅
邦
、
観

山
、
大
観
、
覚
弥
、
紫
水
、
雪

声
、
広
業
、
如
雲
、
古
拙
、
千
虎
、
香
雪
、
そ
の
他
の
人
々
が
職
を
辞

し

て
、
同
じ
年
に
日
本
美
術
院
と
い
う
名
の
私
立
の
美
術
施
設
を
設
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

上
野
の
美
術
学
校
は
、
そ
の
時
以
後
、
西
洋
派
の
部
門
を
大
き
く
拡
大
し

て
、
も
っ
ば
ら
西
洋
派
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
下
略
）

（
岡
倉
覚
―
―
-
「
現
代
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
覚
書
き
」

"
N
o
te
s
o
n
 C
o
n
t
e
m
,
 

p
o
ra
r
y
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
A
r
t
,
 B

y
 
Prof•K. 

O
k
a
k
u
r
a
." 
T
h
e
 S
t
u
d
i
o
.
 Vol. 

2
5
,
 

N
o
.
 10

8
,
 L

o
n
d
o
n
 
in
向
階
本
夕
爾
訳
。
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
二
巻
。
昭
和

五
十
五
年
。
乎
凡
社
）

て
い
る
。

長
の
職
を
辞
し
、
次
い
で
同
月
二
十
九
日
、
本
校
校
長
を
辞
任
し
た
。
岡
倉
が

日
本
美
術
の
創
造
的
復
興
を
目
標
に
掲
げ
て
本
校
を
設
立
し
、
献
身
的
に
運
営

に
あ
た
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
努
力
に
よ
っ

て
本
校
の
基
礎
が
で
き
、
新
た
に
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
突
如
辞
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
辞
任
演
説
の
中
の
「
予
ハ
好
ん
で
自
ら
去

る
を
屑
よ
し
と
す
る
者
に
非
る
な
り
」

(382
頁
参
照
）
と
い
う
発
言
に
は
業
半
ば

に
し
て
官
途
を
去
る
無
念
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
辞
職
の
原
因
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
の
見
方
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
岡
倉
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
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事
実
、
岡
倉
の
言
う
と
お
り
、
西
洋
画
科
設
置
を
契
機
に
西
洋
美
術
を
さ
ら

に
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
強
ま
り
、
学
校
の
方
針
を
め
ぐ
る
岡

倉
派
と
反
岡
倉
派
の
対
立
は
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
後
者
は
校
外
の

反
岡
倉
派
と
と
も
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
岡
倉
校
長
排
斥
運
動
を
推
し

進
め
た
が
、
そ
の
機
に
乗
じ
て
私
憤
を
は
ら
そ
う
と
す
る
者
も
あ
り
、
そ
の
策

謀
な
ど
に
よ
り
、
岡
倉
の
辞
職
は
決
定
的
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
開
校
以

来
、
天
オ
型
の
独
裁
的
指
導
者
と
し
て
本
校
に
君
臨
し
、
美
術
界
に
対
し
て
強

い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
岡
倉
に
は
熱
烈
な
信
奉
者
が
あ
っ
た
反
面
、
そ
う
し

た
批
判
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
関
如
来
が
「
美
術
界
波
瀾
の
真
相
」
（
後

出
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

辞
職
の
原
因
に
は
単
に
方
針
上
の
対
立
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
裏
面
の
部
分
、
す
な
わ
ち
岡
倉
の
人
間
関
係
の
問
題
も

介
在
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岡
倉
辞
職
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
美
校
騒
動
の
渦
中
、
岡
倉
の
親
友

で
や
が
て
本
校
の
校
長
と
な
る
久
保
田
鼎
が
「
岡
倉
氏
が
本
校
を
去
る
の
機
ハ

既
に
遅
し
云
々
」

(385
頁
参
照
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
校
内
外
の
状
勢
が

以
前
か
ら
岡
倉
に
不
利
な
方
向
へ
推
移
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
立
場
上
熟
知
し

て
い
た
久
保
田
の
、
友
人
な
ら
で
は
の
苦
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
勢
の
変
化
を

如
実
に
示
し
て
い
る
の
は
明
治
三
十
年
の
春
頃
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
本
校

お
よ
び
岡
倉
に
関
す
る
批
判
的
な
論
説
や
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
登
場
し
始
め
、
次

第
に
数
を
増
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
の
経
緯
を
簡
単
に
記
し
て
お

＜
 本

校
な
い
し
岡
倉
批
判
の
第
一
声
を
放
っ
た
の
は
「
国
の
産
業
と
し
て
の
絵

画
」
（
明
治
三
十
年
三
月
十
六
＼
十
九
日

『読
売
新
聞
』
に
四
回
連
載
）
の
筆
者
春
郊

生
（
在
巴
里
と
附
記
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
論
旨
を
要
約
す
れ
ば
、
審
美
上
の

（
同
年
同
月
二
十
二
日
同
紙
）
で
「
日
本
美
術
に
封
す
る
外
國
の
あ
り
さ
ま
を
報
道

す
る
ハ
、
大
に
國
風
自
慢
の
迷
夢
を
覺
ま
す
力
あ
り
。
春
郊
生
の
報
ず
る
と
こ

右
の
論
説
に
対
し
て
無
記
奄
こ
と
大
村
西
崖
は
美
術
時
評

日
本
画
、
油
絵
の
優
劣
論
は
措
き
、
国
益
（
輸
出
）
上
の
観
点
か
ら
今
日
の
日
本

の
絵
画
を
み
る
と
、
西
欧
で
は
日
本
画
は
好
古
者
、
好
奇
者
の
一
部
の
需
要
を

充
た
し
て
い
る
の
み
で
、

一
般
に
室
内
装
飾
に
用
い
ら
れ
世
界
的
商
品
と
な
っ

て
い
る
油
絵
と
相
拮
抗
し
よ
う
な
ど
と
企
て
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、

油
絵
を
こ
そ
輸
出
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
油
絵
が
日
本
で
発
達
し
得
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
よ
く
咀
噌
し

能
く
消
化
し
能
く
同
化
す
る
の
が
古
来
日
本
人
の
特
長
で
あ
り
、
し
か
も
美
術

思
想
に
富
む
国
柄
で
あ
る
か
ら
に
は
、
奨
励
さ
え
す
れ
ば
発
達
し
な
い
理
由
は

ど
こ
に
も
無
い
と
し
、
東
京
美
術
学
校
の
西
洋
画
科
の
良
教
師
少
な
く
教
授
用

品
の
不
足
し
て
い
る
現
状
を
批
判
し
、
真
正
の
油
絵
教
育
の
た
め
の
学
校
拡
張

を
訴
え
、
次
の
拡
張
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。

一
、
十
四
五
名
の
俊
尾
を
海
外
に
留
学
さ
せ
、
帰
国
後
教
員
と
し
、
良
教
師

養
成
の
方
法
を
確
立
す
る
。

二
、
各
国
古
今
諸
流
派
の
名
画
を
蒐
集
し
て
参
考
品
と
す
る
。

三
、
参
考
品
補
充
の
た
め
に
臨
写
を
購
い
、
ま
た
は
臨
写
さ
せ
る
。

四
、
二
、
三
で
入
手
で
き
ぬ
も
の
は
広
く
そ
れ
ら
の
写
真
を
集
め
る
。

五
、
優
待
費
生
を
置
き
、
在
学
中
ま
た
は
卒
業
後
海
外
へ
留
学
さ
せ
る
。

こ
の
論
は
本
校
の
基
本
方
針
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
の
美
術
理
論
上
お
よ
び

国
益
上
の
日
本
画
優
位
論
に
則
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
国
益
上

の
優
位
論
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
方
針
の
根
底
を
切
り
崩
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

「
ひ
と
り
言
」
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写
生
派
を
支
持
す
る
意
見
が
掲
載
さ
れ
た
。

ろ
甚
よ
し
。
」
と
絶
賛
し
、
春
郊
生
が
除
外
し
た
審
美
上
の
問
題
を
採
り
上
げ
、

日
本
画
は
写
実
の
撰
択
、
光
線
の
効
果
な
ど
を
欠
く
不
具
な
る
も
の
（
油
絵
か

ら
み
て
）
で
あ
る
と
述
べ

、
そ
の
点
に
お
け
る
優
位
説
を
も
否
定
し
よ
う
と
し

た
。
た
だ
し
、
西
崖
は
こ
の
時
点
で
は
橋
本
雅
邦
と
そ
の
弟
子
た
ち
（
日
本
絵

画
協
会
の
二
三
の
画
家
）
を
、
右
の
欠
点
を
補
わ
ん
と
し
て
成
功
し
、
ま
た
、
成

功
を
全
か
ら
し
め
ん
と
企
て
る
者
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
一
一
一
月
に
は
岡
倉
率
る
日
本
絵
画
協
会
の
第
二
回
共
進
会
が
上
野
公
閑
内

で
開
催
さ
れ
、
第
一
回
の
と
き
と
異
な
り
、
日
本
画
旧
派
と
西
洋
画
派
を
除
い

た
日
本
画
革
新
派
の
作
品
が
公
開
さ
れ
た
。
諸
新
聞
が
競
っ
て
作
品
評
そ
の
他

の
記
事
を
掲
載
し
た
が
、

『
毎
日
新
聞
』
連
載
の
「
第
二
回
絵
画
共
進
会
双
対

評
」
（
呑
含
生
）
は
第
一
に
小
堀
柄
音
の
「
源
為
朝
」
（
本
学
蔵
「
武
士
」
）
を
採
り

上
げ
て
主
に
考
証
上
の
観
点
か
ら
手
厳
し
く
非
難
し
、
第
二
に
村
田
丹
陵
の

「
月
夜
望
岳
」
を
採
り
上
げ
て
そ
れ
を
可
と
し
な
が
ら
、
丹
陵
が
「
絵
画
協
会

流
」
す
な
わ
ち
「
湖
塗
模
稜
、
脂
茸
の
流
」
に
陥
る
こ
と
な
く
本
来
の
画
風
を

守
る
べ
き
で
あ
る
と
唱
え
る
な
ど
、
日
本
絵
画
協
会
の
傾
向
を
非
難
し
た
。
こ

の
酷
評
に
「
美
校
派
」
が
激
昂
し
た
と
い
う
記
事
が
四
月
十
日
の
『
東
京
新

聞
』
に
載
っ
て
い
る
。

次
い
で
五
月
十
六
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
は
「
某
画
伯
が
絵
画
談
」
と

し
て
橋
本
雅
邦
、
岡
倉
覚
三
、
東
京
美
術
学
校
制
度
を
非
難
し
、
黒
田
清
輝
と

西
洋
画
科
お
よ
び
白
馬
会
の
み
を
是
と
す
る
論
評
が
載
り
、
翌
六
月
九
、
十
日

の
『
世
界
の
日
本
』
に
は
日
本
絵
画
協
会
と
京
都
の
後
素
協
会
と
の
軋
礫
に
関

す
る
記
事
（
筆
者
は
S

•

K
)
が

、

ま
た

、

同
月
十
八
日
の
『
日
本
』
に
は
「
絵

画
放
言
」
（
筆
者
は
善
罵
先
生
）
と
題
し
、

雅
邦
、

岡
倉
ら
の
理
想
派
を
非
難
し

0

0

 

「
や
ま
」
と
い
ふ
隠
語
行
は
る
。
こ
ハ
美

術
學
校
を
指
せ
る
も
の
に
し
て
、
こ
の
語
に
ハ
地
理
的
の
山
と

い

ふ

意

味

0

0

 

と
、
作
略
上
の
「
や
ま
」
と
い
ふ
意
味
と
を
併
せ
含
む
に
似
た
り
。
誰
の
造

語
な
る
や
を
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
こ
の
語
を
用
ゐ
る
も
の
ハ

、
多
く
美
術

學
校
の
主
義
に
反
封
し
、
美
術
學
校
の
作
略
を
嫌
悪
す
る
も
の
な
り
。
さ
れ

ど
、
こ
れ
に
反
射
し
こ
れ
を
嫌
悪
す
る
所
以
の
義
に
至
り
て
ハ

、
深
殷
明
晰

な
る
所
見
を
有
す
る
も
の
極
め
て
少
し
。
自
家
の
名
利
、
若
く
ハ
愛
憎
の
感

情
よ
り
し
て
、
こ
れ
に
反
し
こ
れ
を
嫌
ふ
の
み
に
て
ハ
い
ひ
が
ひ
な
し
。
こ

の
ご
ろ
の
「
日
本
」
の
「
紛
々
録
」
「
時
事
」
の
「
國
聾
所
見
」
な
ど
に
て

傭
へ
ら
れ
た
る
如
き
、
卑
し
む
べ
き
内
情
、
作
暑
ハ

、
如
何
な
る
義
よ
り
し

て
も
悪
む
べ
き
も
の
に
て
、
こ
れ
を
責
む
る
に
ハ

、
た
ゞ
正
々
た
る
道
義
を

以
て
す
べ
き
の
み
な
れ
ど
も
、
そ
の
美
術
上
の
主
義
に
反
到
す
る
か
ら
ハ

、

こ
れ
に
反
到
し
こ
れ
を
屈
服
せ
し
む
べ
き
、
堂
々
た
る
審
美
所
見
な
か
る
べ

藝
苑
饒
舌
（
三
）
無
記
奄

0
近
ご
ろ
美
術
界
の
或
部
分
に
、

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
角
に
岡
倉
お
よ
び
本
校
批
判
の
声
が

上
が
り
始
め
て
い
た
と
き
に
起
き
た
の
が
大
村
西
崖
の
辞
職
事
件
(
3
4
4
頁
）
で

あ
っ
た
。
西
崖
は
九
月
に
辞
職
す
る
や
、
十
一
月
に
は
森
閾
外
、
久
米
桂
一
郎

ら
の
支
援
を
得
て
『
美
術
評
論
』
を
創
刊
し
、
そ
の
中
で
自
然
主
義
美
術
支
持

の
立
場
に
立
っ
て
岡
倉
派
（
遂
初
会
、
日
本
絵
画
協
会
の
い
わ
ゆ
る
理
想
主
義
）
攻

撃
を
続
け
た
。

翌
三
十
一
年
二
月
七
日
よ
り
、
西
崖
は
『
読
売
新
聞
』
に
「
藝
苑
饒
舌
」
の

連
続
寄
稿
を
始
め
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
岡
倉
お
よ
び
本
校
批
判
の
論
鋒
は
鋭

く
か
つ
扇
動
的
と
な
っ
た
。
例
え
ば
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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文
中
の
「
日
本
」
の
「
紛
々
録
」
と
は
明
治
三
十
一
年
二
月
中
に
『
日
本
』

新
聞
に
連
載
さ
れ
て
い
た
「
美
術
紛
々
録
」
の

こ
と
で
、
岡
倉
周
辺
の
ゴ
シ
ッ

（
明
治
一
―
―
十
一
年
二
月
十
五
日

『読
売
新
聞
』
）

か
ら
ず
。
彼
等
が
作
暑
の
怒
む
べ
く
、
彼
等
が
内
情
の
卑
し
む
べ
き
こ
と

ハ
、
た
ゞ
名
利
の
為
に
云
為
す
る
小
人
等
の
な
ら
ひ
と
て
、
守
る
べ
き
秘
密

す
ら
、
い
つ
誰
の
口
よ
り
と
な
く
漏
れ
い
で
A

、
今
日
の
醜
事
ハ
朋
日
の
新

聞
に
載
る
こ
と
多
く
、
今
ハ
誰
と
て
そ
の
醜
晒
を
知
ら
ざ
る
な
き
に
至
り
た

れ
バ

、
彼
等
が
作
暑
の
汚
き
ハ

、
事
新
し
く
攻
撃
す
る
を
要
せ
ず
。
さ
れ

ど
、
彼
等
が
奉
ず
る
と
こ
ろ
の
主
義
、
所
見
に
至
り
て
ハ

、
審
美
上
の
正
理

を
以
て
、
明
ら
か
に
そ
の
邪
曲
を
照
ら
さ
ゞ
れ
バ

、
た
ゞ
朗
組
と
嘲
り
鬼
氣

〔
そ
し
〕

と
剌
る
の
み
に
止
ま
り
、
彼
の
偏
癖
な
る
観
念
理
想
に
代
ふ
る
に
此
の
陳
套

な
る
雅
致
氣
鉤
を
以
て
す
る
の
み
に
て
、
畢
党
ハ
脆
こ
っ
こ
の
兒
戯
た
ら
む

の
み
。
邪
氣
を
破
り
正
見
を
立
て
4

、
進
境
一
段
な
ら
む
こ
と
ハ

、
到
底
望

む
べ
か
ら
ず
。
「
お
や
ま
」
攻
撃
の
諸
子
、
會
合
に
擬
勢
を
張
り
、
秘
策
に

魂
腑
を
運
ら
す
と
も
、
終
に
ハ
ま
た
／
＼
み
づ
か
ら
作
暑
の
渦
中
に
溺
れ
去

り
て
、
そ
の
勝
敗
ま
た
決
し
て
美
術
上
の
優
劣
と
ハ
な
ら
ず
。
員
に
藝
苑
に

忠
宜
な
る
も
の
ハ

、
こ
の
際
宜
し
く
暑
を
捨
て
4

理
に
捩
り
、
利
に
眩
ま
ず

し
て
義
を
存
し
、
言
説
に
文
筆
に
侃
々
誇
々
し
て
、
所
謂
理
想
の
は
か
な
さ

を
辮
じ
、
所
謂
観
念
の
下
ら
ぬ
を
論
じ
て
、
彼
の
鬼
窟
裏
の
活
計
を
打
破
せ

む
こ
と
を
要
す
。
霜
を
踏
み
て
堅
氷
到
る
と
聞
く
。
作
暑
、
内
情
の
醜
阻
ま

づ
世
に
侮
へ
ら
れ
て
、
主
義
所
見
の
邪
曲
つ
い
て
漸
く
破
れ
む
と
す
る
か
。

我
等
ハ
美
術
學
校
の
失
を
認
む
る
と
同
時
に
、
な
ほ
「
お
や
ま
」
攻
撃
者
の

理
に
昧
き
を
思
ふ
。

プ
を
主
に
記
し
た
も
の
。
「
時
事
」
の
「
國
聾
所
見
」
は
同
年
一
月
二
十
八
、

三
十
日
、
二
月
三
日
の
『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
無
記
名
の
「
國
畳
朋

見
」
の
こ
と
で
、
日
本
美
術
協
会
と
日
本
絵
画
協
会
を
論
じ
、
後
者
に
つ
い
て

（
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
、
西
郷
孤
月
、
横
山
大
観
、
本
多
天
城

は
「
美
術
学
校
派
」

の
名
を
掲
げ
、

「
斬
新
に
し
て
奇
異
な
る
形
式
」
と
記
し
て
い
る
。）
の
由
来
や
内
情

を
詳
述
し
て
い
る
。
明
治
三
十
一
年
初
頭
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
岡

倉
非
難
の
傾
向
が
特
に
強
く
な
り
、
右
二
篇
の
外
に
各
紙
に
批
判
的
記
事
が
載

っ
た
が
、
西
崖
は
美
術
理
論
上
か
ら
な
お

一
層
攻
撃
せ
よ
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
西
崖
の
論
評
が
紙
面
に
載
る
少
し
前
の
一
月
初
め
に
は
野
村
文
挙
、
望

月
金
鳳
、
鈴
木
華
咄
、
梶
田
半
古
、
畑
仙
齢
、
高
橋
玉
淵
、
福
井
江
亭
、
田
口

米
作
、
村
上
委
山、

山
田
松
渓
ら
の
発
起
に
よ
る
日
本
画
会
（
会
頭
末
松
謙
澄
、

副
会
頭
林
忠
正
）
が
発
足
し
、
岡
倉
ら
の
日
本
絵
画
協
会
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示

し
た
。
西
崖
の
論
評
に
は
こ
う
し
た
形
勢
も
作
用
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

た
だ
し
、
日
本
画
会
は
質
よ
り
も
量
を
も
っ
て
岡
倉
派
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た

こ
と
が
災
し
て
、
第
一
回
展
（
同
年
六
月
、
於
日
本
美
術
協
会
列
品
館
）
は
盛
況
を

示
し
た
も
の
の
以
後
は
振
る
わ
ず
、
概
ね
不
評
を
買
う
の
み
と
な
っ
た
。

同
年
三
月
十
七
日
、
岡
倉
は
帝
国
博
物
館
総
長
九
鬼
隆
一
と
麒
顧
が
生
じ
て

同
館
理
事
兼
美
術
部
長
辞
職
願
を
提
出
し
た
（
同
月
二
十
二
日
受
理
）
。
そ
の
問

の
事
情
に
つ
い
て
は
後
出
の
「
美
術
界
波
瀾
の
真
相
」
の
記
述
に
譲
る
と
し

て
、
こ
の
辞
表
提
出
の
翌
日
か
ら
三
日
間
、

『
読
売
新
聞
』
に
西
崖
の
上
記
の

よ
う
な
主
張
の
効
験
と
も
見
ら
れ
る
「
美
術
教
育
に
就
て
の
私
見
」
が
連
載
さ

〔
＾
‘
ノ
カ
ノ
シ
〕

れ
た
。
筆
者
は
顛
預
子
。
本
校
の
方
針
を
理
論
的
に
真
向
か
ら
批
判
し
て
い

る
。
筆
者
は
先
ず
美
術
政
策
は
宗
教
政
策
と
同
様
に
国
民
の
取
捨
撰
択
に
任
す

と
い
う
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
は
美
術
学
校
を
設
け
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て
日
本
古
来
の
絵
画
、
彫
刻
の
教
育
の
み
行
な
い
、
国
民
の
自
由
な
嗜
好
に
干

渉
し
て
国
粋
の
方
向
に
偏
椅
せ
し
め
よ
う
と
し
た
と
批
判
し
、
仮
り
に
そ
れ
が

国
粋
保
存
の
趣
旨
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
泰
西
美
術
の
教
育
を
排
斥
す
ぺ
き

理
由
は
な
く
、
特
に
現
今
の
よ
う
に
諸
事
百
般
欧
化
し
つ
A

あ
る
と
き
、
美
術

政
策
は
国
粋
保
存
と
泰
西
美
術
輸
入
を
同
等
に
奨
励
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
仮
り
に
そ
れ
が
日
本
美
術
優
位
説
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
説
こ
そ
甚
だ
し
い
謬
見
で
あ
り
排
斥
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
我
邦
の
縮
甕
の
妙
ハ
形
式
的
な
る
に
あ
り
装
飾
的

な
る
に
あ
り
油
箱
の
妙
な
る
ハ
宇
宙
の
員
を
窃
せ
る
に
あ
り
自
然
の
美
を
焚
揮

せ
る
に
あ
り
」
と
、
日
本
画
と
油
絵
は
全
く
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら

優
劣
を
論
ず
べ
き
で
な
い
こ
と
を
論
じ
、
本
校
が
日
本
画
優
位
説
を
奉
じ
て
取

長
補
短
の
安
易
な
考
え
方
か
ら
日
本
画
を
油
絵
の
手
法
に
倣
っ
て
改
良
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
は
却
っ
て
日
本
画
本
来
の
妙
味
を
損
う
有
害
無
益
な
試
み
で
あ

る
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
校
が
根
本
的
に
方
針
を
改
め
、
東
西
美
術

を
同
時
に
奨
励
し
、
即
刻
西
洋
彫
刻
教
育
も
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
日
本
彫
刻
と
西
洋
彫
刻
の
間
に
は

日
本
画
と
油
絵
ほ
ど
の
相
異
は
無
く
、

主
と
し
て
材
料
の
相
異
が
あ
る
の
み
だ

か
ら
、
別
々
に
科
を
設
け
ず
、

一
科
の
中
で
「
我
邦
の
彫
刻
術
に
比
し
て
遥
か

に
上
位
に
あ
る
」
西
洋
彫
刻
術
の
教
育
を
も
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
経
費
は
美
術
学
校
に
置
く
べ
き
で
な
い
工
芸
諸
科
を
廃
止
し
（
別
に
工
芸
学

校
を
設
置
す
る
か
、
ま
た
は
工
業
学
校
に
編
入
す
べ
し
と
す
る
）
、

そ
の
分
を
充
て
れ

筆
者
が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
論
説
の
大
筋
は
本
書
第
二
巻
に
収
録
す
る

黒
田
清
輝
著
「
美
術
教
育
の
方
針
」
等
と
似
て
お
り
、
特
に
工
芸
諸
科
の
処
置

ば
よ
い
と
し
て
い
る
。

に
関
し
て
黒
田
と
久
米
桂
一
郎
が
京
都
府
下
の
実
地
調
査
（
明
治
一
―
―
十
二
年
）
ま

で
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
黒
田
近
辺
の
人
物
に
限
定
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
西
崖
な
ど
は
こ
の
論
説
を
「
ほ
ゞ
正
鵠
を
得
た
り
」
と
し
な
が
ら
も
、
エ

芸
諸
科
廃
止
に
つ
い
て
は
や
や
否
定
的
で
あ
り
、

一
方
、
日
本
画
と
油
絵
の
比

較
の
点
で
は
「
階
級
の
勝
劣
を
争
ヘ
バ

、

和
甕
ハ
洋
聾
に
及
ば
ざ
る
べ
し
。
」

と
、
油
絵
優
位
論
側
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
た
（
同
年
三
月
三
十
日
『
読

売
新
聞
』
所
載
「
芸
苑
饒
舌
」
白
）
。

以
上
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
岡
倉
お
よ
び
本
校
批
判
の
動
向
を
。ヒ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
が
、
岡
倉
校
長
辞
職
前
後
の
こ
ろ
に
は
一
般
に
言
論
界
で
は
岡

倉
の
美
術
振
興
方
針
を
否
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
肯
定
は
し
て
も
そ
れ
の
み
が

全
て
で
は
な
い
と
い
う
空
気
が
非
常
に
濃
厚
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

連
袂
辞
職
と
日
本
美
術
院
創
立

岡
倉
辞
職
に
続
い
て
教
頭
格
の
橋
本
雅
邦
も
辞
表
を
提
出
し
た
。
周
囲
の
慰

留
工
作
に
も
屈
せ
ず
辞
職
し
た
の
は
ま
さ
に
次
の
よ
う
な
岡
倉
に
対
す
る
心
情

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

彼
の
人
は
中
々
自
己
の
苦
心
を
人
に
向
つ
て
語
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ

が
、
美
術
學
校
の
創
業
時
代
の
如
ぎ
、
同
氏
の
盪
力
と
い
ふ
も
の
は
宜
に
非

常
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
、
文
部
省
か
ら
は
學
校
へ
の
資
金
が
極
め
て
小
額

で
、
中
々
や
り
切
れ
な
い
難
局
を
、
同
氏
は
旨
く
切
つ
て
廻
ら
れ
た
、
若
し

斯
道
開
稜
に
一
身
を
捧
げ
た
同
氏
で
な
か
っ
た
な
れ
ば
、
誰
か
能
＜
此
難
衝

に
立
つ
て
功
果
を
奏
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
、
私
共
は
全
く
同
氏
が
献
身

的
の
盛
力
を
目
撃
し
て
、
宜
に
其
熱
心
に
感
動
し
、
同
氏
の
心
中
に
惚
れ
込

⇔ 
る。
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橋
本
雅
邦
、
川
崎
千
虎
、
磯
野
徳
三
郎
、
岡
崎
雪
声

六
角
注
多
良
、
剣
持
忠
四
郎
、
新
納
忠
之
介
、
西
郷
規
、
横
山
秀

麿
、
岡
部
覚
弥
、
寺
崎
広
業
、
桜
岡
三
四
郎
、
小
堀
靭
音
、
関
保

之
助
、
下
村
観
山

後
藤
貞
行
、
桜
井
正
次
、
菱
田
三
男
治
、
山
田
忠
蔵
、
前
田
香
雪

こ
の
う
ち
、
新
納
、
西
郷
、
横
山
、
岡
部
、
寺
崎
、
桜
岡
の
助
教
授
六
名
に

対
し
て
文
部
省
は
懲
戒
免
官
と
い
う
厳
し
い
処
置
を
下
し
た
。
な
お
、
彼
ら
の

履
歴
書
（
本
学
蔵
）
を
見
る
と
、
岡
部
、
寺
崎
、
桜
岡
の
分
に
は
「
大
正
元
年
十

月
十
五
日
勅
令
第
三
十
号
ヲ
以
テ
懲
戒
懲
罰
免
除
」
と
い
う
書
込
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。

本
校
を
去
っ
た
岡
倉
は
三
ヶ
月
後
の
七
月
一
日
、
橋
本
雅
邦
を
は
じ
め
と
す

る
連
袂
辞
職
の
面
々
と
、
本
郷
湯
島
天
神
町
に
日
本
美
術
院
創
立
事
務
所
を
設

け
設
立
趣
意
書
を
発
表
。
主
幹
橋
本
雅
邦
、
評
議
員
長
岡
倉
覚
三
、
幹
事
剣
持

忠
四
郎
、
正
員
橋
本
雅
邦
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
菱
田
春
草
、
六
角
紫
水

ら
二
六
名
、
名
誉
賛
助
会
員
二
条
基
弘
、
川
上
操
六
、
谷
干
城
、

フ
ェ
ノ
ロ

サ
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
ら
、
特
別
賛
助
員
川
合
玉
堂
、
幸
田
露
伴
、
尾
崎
紅
葉
、
坪
内

嘱

授

助
教
授

教

託

み
ま
し
た
、
私
は
思
ひ
ま
す
、
人
生
意
氣
に
感
ず
る
以
上
は
、
功
名
誰
か
論

ぜ
ん
の
覺
悟
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

（
「
橋
本
雅
邦
翁
」
明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
七
日
談
話
。
田
村
松
魚
筆
記
。
同

年
六
月
博
文
館
発
行
『
明
治
十
二
傑
』
所
収
）

岡
倉
辞
職
に
端
を
発
し
た
美
術
学
校
騒
動
の
経
過
に
つ
い
て
は

「
美
術
界
波

瀾
の
真
相
」
そ
の
他

（
後
出
）
の
記
述
に
譲
る
。
騒
動
後
、
最
終
的
に
辞
職
し

た
教
官
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

逍
遥
ら
と
い
う
体
制
で
私
設
の
美
術
制
作
研
究
機
関
を
発
足
さ
せ
、
ビ
ゲ
ロ
ウ

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
万
ド
ル
の
資
金
援
助
に
意
を
強
く
し
て
、
同
年
十
月
十
五

日
に
は
新
築
な
っ
た
谷
中
初
音
町
四
丁
目
の
研
究
所
で
盛
大
な
開
院
式
を
催
し

た
。
ま
た
同
時
に
院
内
で
日
本
絵
画
協
会
第
五
回
絵
画
共
進
会
と
日
本
美
術
院

第
一
回
展
覧
会
を
開
い
た
。
当
時
、
岡
倉
は
未
だ
三
十
七
歳
で
あ
っ
て
、
野
に

降
っ
た
と
は
い
え
さ
ら
に
日
本
画
革
新
派
の
指
導
に
尽
く
し
、
明
治
一
二
十
七
年

以
後
は
ボ
ス
ト
ソ
美
術
館
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
と
な
っ
て
米
国
滞
在
な
い
し
は
外

国
旅
行
が
多
く
な
っ
た
が
、
古
社
寺
保
存
会
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
明
治
四
十

年
文
展
開
設
の
際
は
審
査
委
員
と
し
て
美
術
行
政
に
も
係
わ
っ
た
。
そ
の
間
に

T
h
e
 Ideals 
of 
t
h
e
 E
a
s
t
 
(
明
治
三
十
六
年
）
、
T
h
e
A
w
a
k
e
n
i
n
g
 of 
t
h
e
 

E
a
s
t
 
(
同
一
二
十
七
年
）
、

T
h
e
B
o
o
k
 
of 
T
e
a
 (
同
一
二
十
九
年
）
そ
の
他
の
著
述

や
講
演
な
ど
に
よ
り
日
本
文
化
の
海
外
へ
の
紹
介
に
つ
と
め
た
こ
と
は
一
般
の

知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
正
二
年
歿
。
五
十
二
歳
。

国

後

任

校

長

岡
倉
辞
職
後
、
本
校
の
校
長
に
は
そ
の
知
友
高
嶺
秀
夫
が
兼
任
の
か
た
ち
で

就
任
し
、
暫
く
し
て
久
保
田
鼎
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
。

高
嶺
秀
夫
は
安
政
元
年
、
会
津
蕃
士
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

蕃

校

に

学

び
、
藩
主
の
御
側
勤
と
な
っ
た
。
会
津
戦
争
後
、
暫
く
謹
慎
、
幽
居
の
命
令
に

服
し
た
の
ち
、
福
地
源
一
郎
の
塾
日
新
舎
や
沼
間
守
一
の
塾
、
箕
作
秋
坪
の
三

叉
学
舎
、
次
い
で
慶
応
義
塾
に
学
び
同
塾
の
英
学
教
員
と
な
っ
た
。
明
治
八

年
、
文
部
省
よ
り
師
範
学
科
取
調
べ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同

十
一
年
帰
国
後
東
京
師
範
学
校
の
教
員
（
動
物
学
、
教
育
学
、
教
授
法
等
）
と
な

り
、
校
長
伊
沢
修
二
の
補
佐
役
を
勤
め
、
同
十
四
年
に
校
長
に
就
任
。
同
二
十

二
年
、
東
京
美
術
学
校
商
議
委
員
、
帝
国
博
物
館
理
事
（
天
産
部
長
。
の
ち
に
歴
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営
時
、

自
分
は
詔
賣
新
聞
記
者
と
し
て
帝
室
博
物
館
の
嘱
託
を
受
け
、

岡

史
部
長
兼
任
）
と
な
り
、
同
三
十
年
、
女
子
裔
等
師
範
学
校
長
に
就
任
。
同
―
―
―

十
一
年
三
月
か
ら
十
二
月
ま
で
本
校
々
長
を
兼
任
し
た
。
同
―
―
―
十
七
年
か
ら
四

十
年
に
か
け
て
は
東
京
音
楽
学
校
長
も
兼
任
。
文
展
審
査
委
員
な
ど
も
勤
め
、

明
治
四
十
三
年
歿
。
浮
世
絵
の
収
集
を
通
じ
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
ビ
ゲ
ロ
ウ
ら
と

も
交
際
が
あ
っ
た
。

久
保
田
鼎
は
安
政
二
年
江
戸
生
ま
れ
。
旧
名
理
三
郎
。
旧
中
津
藩
士
。
明
治

七
年
文
部
省
に
入
り
、
同
二
十
年
東
京
職
工
学
校
幹
事
。
同
二
十
二
年
帝
国
博

物
館
主
事
。
同
二
十
三
年
本
校
幹
事
。
同
二
十
四
年
幹
事
職
廃
止
後
工
場
監
督

嘱
託
。
同
二
十
五
年
臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛
。
同
二
十
八
年
、
帝
国
博
物
館
理

事
（
エ
芸
部
長
）
、
同
二
十
九
年
本
校
研
究
科
考
按
授
業
嘱
託
、
古
社
寺
保
存
会
委

員
。
同
一
一
一
十
一
年
五
月
本
校
幹
事
。
同
年
十
二
月
本
校
教
授
兼
任
、

校
長
心

得
。
同
三
十
三
年
一
月
本
校
校
長
。
同
一
＿
一
十
四
年
八
月
校
長
を
依
願
免
官
、
東

京
帝
室
博
物
館
主
事
専
任
と
な
る
。
同
四
十
年
十
二
月
奈
良
帝
室
博
物
館
長
兼

京
都
帝
室
博
物
館
長
。
大
正
十
三
年
奈
良
帝
室
博
物
館
長
専
任
と
な
る
。
昭
和

六
年
退
任
。
昭
和
十
五
年
歿
゜

⑤

美
術
学
校
騒
動
関
係
資
料

岡
倉
校
長
辞
職
お
よ
び
教
官
連
袂
辞
職
の
事
件
は
諸
新
聞
、
雑
誌
に
書
き
た

て
ら
れ
、
美
術
学
校
騒
動
と
し
て
の
ち
の
ち
ま
で
人
口
に
膳
灸
し
た
。
最
も
執

拗
な
報
道
を
続
け
た
の
は
『
読
売
新
聞
』
で
、
な
か
で
も
関
如
来
執
筆
の
「
美

術
界
波
瀾
の
真
相
」
そ
の
他
の
連
載
記
事
は
微
に
入
り
細
に
亙
っ
て
事
件
の
推

移
を
報
道
し
た
。
関
如
来
は
後
年
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

倉
主
任
の
許
に
帝
図
美
術
略
史
に
執
筆
し
、
ま
た
臨
時
博
覧
會
事
務
官
の
嘱

託
を
も
兼
ね
て
、
久
保
田
鼎
と
共
に
勤
務
し
て
ゐ
た
が
、
天
心
が
博
物
館
美

術
部
長
を
辟
す
る
と
共
に
同
じ
く
辟
任
し
、
九
鬼
が
副
継
裁
を
免
ぜ
ら
る
る

と
共
に
、
久
保
田
と
共
に
曝
託
を
解
か
れ
、
溺
束
専
ら
甜
賣
記
者
と
し
て
、

久
保
田
を
中
心
に
、
九
鬼
に
は
絶
射
に
服
従
せ
ず
天
心
と
は
不
即
不
離
の
態

度
を
以
て
接
近
し
、
盛
ん
に
此
の
運
動
渦
中
に
活
躍
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

（
「
日
本
画
壇
回
顧
四
十
年

・
東
京
美
術
学
校
紛
擾
事
件
」
関
如
来
。

第
十
二
巻
第
十
号
。
昭
和
十
一
年
十
月
十
八
日
）

0
美
術
界
波
瀾
の
員
相

九
鬼
隆
一
氏
が
博
覧
會
副
穂
裁
を
僻
し
て
よ
り
、
中
央
美
術
界
の
魂
謄
頻

り
に
世
の
評
判
と
な
り
し
が
策
士
連
の
運
動
遂
に
効
を
奉
し
て
斯
壇
の
面

目
ハ
漸
く
妓
に
一
愛
せ
ん
と
す
る
に
至
り
た
り
今
其
員
相
を
表
裏
の
両
面

よ
り
観
察
す
れ
バ
大
凡
左
の
如
し
と
語
る
も
の
あ
り

九
鬼
博
物
館
長
の
留
任
運
動
九
鬼
氏
が
博
覧
會
副
穂
裁
の
椅
子
を
離
れ
た

る
始
末
ハ
妓
に
言
は
ず
、
さ
れ
ど
此
事
あ
り
し
よ
り
平
素
九
鬼
氏
と
意
見
を

異
に
す
る
面
々
ハ
此
機
に
乗
じ
て
氏
の
博
物
舘
総
長
を
も
辟
退
せ
し
め
進
ん

で
之
を
我
が
美
術
界
よ
り
放
遂
し
去
ら
ん
と
す
る
の
結
構
あ
り
、
然
る
に
九

鬼
氏
に
於
て
ハ
之
に
反
し
て
瑕
令
博
覧
會
副
総
裁
の
椅
子
ハ
離
る
4

も
博
物

舘
総
長
の
位
置
の
み
ハ
飽
ま
で
保
た
ん
と
の
望
な
り
け
れ
バ
其
初
め
九
鬼
氏

以
下
、

「
美
術
界
波
瀾
の
真
相
」
そ
の
他
、

事
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
お
く

す）。

『
読
売
新
聞
』
所
載
の
関
連
記

（
原
文
の
ル
ビ
は
必
要
な
箇
所
に
の
み
〔

こ
已

〕

t
言

『
塔
影
』
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